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　当行は新販路開拓コンサルティング「WIN-WINネット業務」に継続的に取り組んでおり、経営改善支援活動を図
ることで、地域経済の活性化に努めてまいります。

1.概要
　「WIN-WINネット業務」とは、中小規模事業者のお取引先を対象とし、地域の厳しい経営環境に置かれたお取引
先事業者を支え、新販路の開拓と事業運営方法の提供・アドバイス等のコンサルティング機能を発揮する中で、売
上（本業）支援を行うことであり、お取引先と当行の経営の発展に資することを目的とします。
　当行が売上支援を組織的・継続的に行うことによって、お取引先と良好かつ強力なリレーション（WIN-WINの関
係）が構築され、地域経済の活性化に繋がるものと考えています。

2.取組状況
　平成23年下期から本格的に本業務に取組んでおり、契約締結先に対して具体的なコンサルティング支援を
行っています。
【実績（平成29年9月末）】
契約締結先数：1,639先
売上支援実績：621先、5,090百万円

　平成29年7月には、「WIN-WINネット業務」の一層の実効性向上を図るため、同業務の推進管理を行う専担部
として、「WIN-WINネット業務部」を新設しました。

　 新販路開拓コンサルティング『WIN-WINネット業務』

❶当行Ａ支店の取引先Ｂ社は個人住宅及び店舗建築、太陽光付住宅建築を主体とする建設業を営んでい
ます。Ｂ社への事業性ヒアリングを実施したところ、次の課題が見つかりました。
・全国展開のハウスメーカーとのタイアップにより、宣伝を行っているが、太陽光需要の低下や営業人員
不足による営業面の弱さから、受注工事が先細りとなっている。
・発注先も個人が主体であることから受注が安定していない。
　そこで、課題解決に向けＡ支店が保有している商流情報の中から、建築を行いたい先をリストアップし、
Ｂ社に対しての新販路開拓支援活動を行いました。建設業は受注産業であることから、単発の新販路開
拓支援活動とならないよう様々な情報収集活動を継続的に行いました。

　その結果、平成29年９月期は26百万円の売上改善実績となり年商に対して23％の売上高増加に繋が
りました。受注産業ではあるものの３期連続での「継続的な売上改善」を図ることができた事例となりま
した。

（売上改善実績累計　４先　55百万円）
 
❷当行Ｃ支店の取引先Ｄ社はアーモンド・ピーナッツ等を使用した豆商品の製造販売を行っています。Ｄ社
は地場大手スーパーとの取引があり、商品の知名度もあることから、ここ数年の売上は大きな変動がな
いものの、伸び悩んでいる状況にありました。現状の売上では損益分岐点売上とほぼ同水準であり、売
上増加が課題となっていました。
　売上を増加させるためには新規販売先が必要であることから、当行県外支店であるＥ支店は、商流情報
をもとに商社Ｆ社を販売見込先として新販路開拓支援活動を開始しました。Ｆ社は当行との取引はあり
ませんでしたが、Ｆ社販売先である当行取引先Ｇ社を通じ紹介していただき、商品の提案を行いＤ社の
課題であった売上増加に繋がる事例となりました。また、Ｆ社も特色のある商品がラインナップとして追
加されたことから、当行に対して感謝しており、今後の取引も期待できる状況であります。

（売上改善実績累計　３先　1百万円）

　当行は契約先への新販路開拓コンサルティングに継続的に取組んでおり、経営改善支援活動を図ることで、地域経
済の活性化に努めてまいります。

WIN－WINネット業務支援事例
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　 企業再生ファンド

　 経営改善支援等取組み先数及び、取引先企業数に占める割合

　 中小規模事業者に対する信用供与の残高及び総資産に占める割合

※本先数においては、WIN-WINネット業務による経営相談先数は計上し
ておりません。

※「経営改善取組み先」は以下のとおりです。
1.創業・新事業
補助金・助成金申請支援件数、融資取組件数、政府系金融機関と協調し
て投融資を行った件数

2.経営相談
ビジネスマッチングサービス成約件数、技術相談会等の参加企業のうち具
体的な支援に取組んだ先数 等

3.事業再生
外部関係機関等との連携による支援先数、経営改善支援先等のランク
アップ先数 等

4.事業承継
事業承継・Ｍ＆Ａ支援先数 等

5.担保・保証
担保・不動産に過度に依存しない融資の取組件数、ＡＢＬの取組件数

※中小規模事業者等向け貸出とは、中小企業等から個人
事業主以外の個人を除いた貸出で、かつ地公体や大企
業、当行関連会社向け貸出等を除いたものです。

※平成29年度より、経営改善支援の取組みが実質的なものとなるよう定義や評価の見直
し、これに伴う計上方法の変更を行ったことから、実績が前年度より減少しております。
そのため、平成29年度より変更する計上方法で算出した場合、平成29年3月期実績の
比率は1.53％となります。

※役務提供後１年間貸出スプレッド（率）が下がらなかった場合のみ、１年後に計画実績と
して計上します。平成29年度の実績については、実際の件数の1/2で計上しています。
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　お取引先企業の再生を通じた地域経済の活性化を目的として、以下の再生ファンドを活用した事業再生に努めて
おります。

㈱ドーガン

案件毎に決定

鹿児島県及びその周辺地域を経営基盤とする中小企業

平成25年3月27日

1.かごしま企業再生ファンド

当行、鹿児島銀行、鹿児島信用金庫、鹿児島相互信用金庫、奄美大島信用金庫、鹿児島興業信用組合、奄美信用組合、
鹿児島県信用保証協会、鹿児島県中小企業再生支援協議会

あおぞら債権回収㈱

案件毎に決定

平成25年3月15日

2.九州地域活性化ファンド

平成29年9月末現在の活用実績
・九州地域活性化ファンド32先

九州域内金融機関

3行合同地域再生
支援委員会

地域経済活性化支援機構
外部専門家等

覚書締結
債権譲渡

あおぞら
地域再生（株）

九州地域
活性化
ファンド

九州地域
活性化
ファンド

あ
お
ぞ
ら
銀
行

出
資

連
携 事業再生・地域活性化

支援のノウハウ活用 あおぞら債権回収（株）

回収委託

九州域内の中小企業等
事業支援 M&A リファイナンス

あおぞら地域再生㈱
（㈱あおぞら銀行出資）

鹿児島・宮崎・大分県及びその周辺
地域を経営基盤とする中小企業

覚書締結
債権譲渡

再生支援

覚書締結
債権譲渡

●ノウハウ共有
●再生スキーム
 研究
●販路拡大
●業務・人的
 サポート等

事業再生に関する業務提携

南日本
銀行

宮崎太陽
銀行

豊和
銀行

当行、宮崎太陽銀行、
豊和銀行

［九州地域活性化ファンド］

運 営 ・ 管 理

債 権 管 理 回 収

投 資 金 額

投 資 先

参 加 金 融 機 関

協 定 締 結 日

運 営 ・ 管 理

投 資 形 態

投 資 先

参加金融機関・団体

業務協力協定締結日


